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e.　「ヤングのための日本語かなワークブック—JAPANESE FOR YOUNG PEOPLE 1—Kana





















まずその媒介として使われるイメージの例をあげよう。例えば、KANA CAN BE EASY
27




　「ち」については“Chi is a Cheerleader.”と文章化し、「cheerleader」の「chee」の発音
を強調しながら口頭練習させる。「ち」と似ている応援団員の形をイメージさせる。














































































































ひらがなの授業では A グループには絵を使わず、B グループには絵を使った。授業直
後、ひらがなの読み方テスト１を行った。成績は予想通り、B グループが A グループよ
り優っていた。


























A 29 30 30 30 ある
B 12 22 22 9 なし
C 30 30 - - ある























































『Pelajaran tentang Suku Kata Bahasa Jepang—日本語かな入門インドネシア語版』、発行年不明、国際交流基金
『総合表記練習—楽しみながら練習するローマ字・カタカナ・ひらがな・漢字』、C ＆ P 日本語教育・教材研
究会編、１９９０年、専門教育出版
『KANA CAN BE EASY—絵で覚えるひらがな・カタカナ』、Kunihiko Ogawa、１９９６年、東京、The Japan Times
『Hiragana in 48 Minutes—Student Set』、Hiroko C. Quackenbush and Mieko Ohso、１９７５年、San Diego State
University
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